
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 300号 

令和 6年 3月 1日 

小松市史担当 

 

 春間近，今年度の締めの頃となりました。市史編纂事業も完結し，この｢市史だより｣も最終号となりました。

平成 8年 6月に創刊して以来，ちょうど切りの良い 300号で終刊となります。 

 この間に，市史事業の歩んだ道のりや調査した報告，新しく発見された史料や小松の歴史・文化の紹介，市史

の見どころなど，数多くの事項を掲載してきました。市史の関連事業として開催してきた市史講座もこのだより

で概要などを取り上げ，その回数も 102回を数えました。最後の企画は，好評を博した｢古文書講座｣(裏面参照)

で締めたいと思います。皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

 最後に，多くの皆様のご支援をいただき，この市史事業を無事に終えましたこと深く感謝いたします。今後も

『新修 小松市史』全 20巻を大いに活用し，小松の歴史・文化が次世代に繋がっていくことを期待しております。 

 第 3 章では災害。中でも水害と火災を取り

上げ，この大災害に人々がどのように対処し

向き合い乗り越えたか，近現代史とは違った

側面から迫った。明治 29年(1896)，昭和 9年

(1934)の大水害，昭和 5 年と同 7 年の大火を

ピックアップして，さらに災害から派生する

伝染病への対応についても探った。 

『新修 小松市史 通史編Ⅱ』見どころ 

 『新修 小松市史 通史編Ⅱ』の特徴として小松の歴史を

時系列に紹介するだけでなく，民俗学の分野も生活文化

として取り上げている。『資料編 11 民俗』でその全容は

かなり詳しく述べられているが，その当時，調査し切れ

なかった事項を再度見直し，史実とは違った民俗学的な

視点から，地域の人達の考え方，対応の仕方を探った。 

 第 1・2章では農山村社会の様相を取り上げる。大日川

ダムで埋没した新丸地区は，白山麓では重要な文化圏を

つくっており，その中で山岳信仰や道場を利用した門徒

の活動，生活を支えた焼畑農業(写真右)，山伏などの修業

の霊場であった白山への信仰などを取り上げた。 

『新修 小松市史 通史編Ⅰ・Ⅱ』 

  仕 様：B5 版 上製本 布装丁 貼ケース入り 
  価 格：定価 7,000 円（税込） 
  販売所：市史担当事務局･うつのみや･明文堂 

曳山稽古風景 

 第 4章は祭り。当市の目玉である悪魔祓いとお旅祭りの曳山

子供歌舞伎を扱った。このような神事がどういう形で取り入れ

られ，小松独自の芸態をつくり上げていったか，そのプロセス

をまとめた。さらにこの神事を今にどう伝承するかも追った。 

 第 5章は方言。平成 8年(1996)から 5ヶ年掛けて，当市全域

とその周辺地域に及ぶ方言調査を実施した。その報告は，市立

博物館研究紀要でも取り上げているが，その全容を方言地図と

イラスト入り(『考古編』でも担当した橋本尚子さんが作画)で，

よりわかりやすく詳述した。小松方言の多くは京都言葉に由来

することから，小松の伝統方言の語彙のいくつかを取り上げ，

その語源も紹介する。 

方言景観 曳山交流館｢みよっさ｣ 



小松市史担当（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 芦城公園内 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/1048/shishitantou/index.html 

 

＜３月のカレンダー＞ 開室時間 10：00～17：00(火～金)/9：00～17：00(土) 

＊     は市史担当の事務局は閉室しています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 日 時  3月 10日（日） 

          3月 20日（水・祝） 

          3月 30日（土） 

☆ 時 間  午後２時から午後４時まで 

☆ 場 所  小松市民センター２階 セミナールーム 

☆ 定 員  講座 50名（定員になり次第締切） 

☆ 申 込  電話受付のみ（0761-24-5315） 

3/10 安宅町文書を読む 

 湊町安宅の特色を考える 

3/20 村鑑(むらかがみ)帳を読む 

 村鑑帳より村の様子を見る 

3/30 地方(じかた)文書を読む 

 縁組願･人別送り状などにより 

 人々の生活を探る 
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日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

2/25 2/26 2/27 2/28 2/29 1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

31       

 

安宅町文書(小松市立図書館蔵) 

http://#

